
長岡京市文化財保存活用地域計画・前期期間（令和5年度～令和7年度）における
50の措置進捗状況一覧表

（令和8年3月時点）

1 文化財現状確認調査
文化財リスト等を活用し、文化財保護指導委員の巡回等
により確認調査を行います

●京都府文化財保護指導委員による巡回
　巡回回数：年2回
  巡回箇所：前期8カ所・後期16箇所

●京都府文化財保護指導委員による巡回
　巡回回数：年2回
　巡回箇所：前期6箇所・後期11箇所

●京都府文化財保護指導委員による巡回
　巡回回数：年2回
　巡回箇所：前期8箇所・後期は今後実施予定

2 埋蔵文化財発掘調査・分布調査の継続
埋蔵文化財が滅失または損傷されることがないよう、発
掘調査の継続や出土遺物の整理作業等を進めます

●市内遺跡発掘調査（国庫補助事業）
　　発掘調査1件　1箇所

●開発事業に伴う発掘調査（原因者負担）
　　発掘調査1件　13箇所

●住宅建設等に伴う立会調査
　　立会調査4件　319箇所

●『文化財調査報告書』第81・82冊（2024年）の発行

●市内遺跡発掘調査（国庫補助事業）
　　発掘調査1件　4箇所

●開発事業に伴う発掘調査（原因者負担）
　　発掘調査1件　17箇所

●住宅建設等に伴う立会調査
　　立会調査4件　252箇所

●『文化財調査報告書』第83冊（2025年）の発行

●市内遺跡発掘調査（国庫補助事業）
　　発掘調査1件　2箇所

●開発事業に伴う発掘調査（原因者負担）
　　発掘調査1件　9箇所

●住宅建設等に伴う立会調査
　　立会調査4件　204箇所

●『文化財調査報告書』第84冊・第85冊（2026年）

3
「長岡京」解明のための調査研究の推進と
情報共有

長岡京跡解明のため、必要な調査研究を進め、長岡京連
絡協議会などで調査成果の情報を共有し、史跡指定等に
つなげます

●埋蔵文化財の調査・研究

●遺跡台帳等の整備
　　　　　　　　　　※(公財)長岡京市埋蔵文化財センター委託業務

●長岡京連絡協議会への参加

●埋蔵文化財の調査・研究

●遺跡台帳等の整備
　　　　　　　　　　※(公財)長岡京市埋蔵文化財センター委託業務

●長岡京連絡協議会への参加

●埋蔵文化財の調査・研究

●遺跡台帳等の整備
　　　　　　　　　　※(公財)長岡京市埋蔵文化財センター委託業務

●長岡京連絡協議会への参加

4 歴史資料の詳細調査
所有者等の協力を得て、仏像等美術工芸品をはじめとす
る、歴史資料の調査研究を進め、成果の公開や指定等に
つなげます

●岡本雅男家文書全33箱のうち、11箱分の目録を整備、18箱分の文書ラ
ベルを貼付し、活用できるよう整理作業を進めた。

●岡本雅男家文書全33箱のうち、10箱分の詳細目録を作成、目録整備を完了

●岡本宣之家文書全16箱のうち、6箱分の目録を作成し、活用できるよう
　整理作業を進めた。

●岡本雅男家文書のうち、冊子形状を1542カット・一紙形状を235カット
　楊谷寺所蔵紙本墨書承元4年修造勧進結縁願文・紙本墨書修造勧
　進結縁奉加状・紙本墨書戒名札
　寂照院所蔵金剛力士像像内文書・本堂棟札
　市所蔵寂照院金剛力士像結縁交名
　上記を撮影し、活用できるよう整理作業を進めた。

●新たに発見された長岡天満宮に関する歴史資料を調査した。
　撮影して翻刻し、所蔵者（長岡天満宮）に渡した。

5 市民協働によるエリア毎の文化財把握調査
地域に所在する文化財について、地域や所有者と連携
し、エリア別に総合的な把握調査を進め、その成果を地
域資料集等にまとめます

●今尾家住宅の国登録有形文化財指定に向けた調査報告書の作成
　※国登録有形文化財に指定（令和5年8月）

●市民団体（このまち再発見ていてい）主催による奥海印寺エリアでの歴
　史ある建物、庭園探訪イベント（定員15名）の開催に伴う事前相談対応
　イベント実施日：令和8年3月21日

6 近現代文化財の把握調査
近代以降の建造物や、近代以降発展した産業に関わる歴
史など、近現代の歴史文化に関わる文化財の調査研究を
進めます

●今尾家住宅：国登録に向けた調査の実施 ●田村家住宅：国登録有形文化財所在地訂正および所有者変更

7 専門的人材の確保と調査研究体制の整備
専門的人材を定期的に確保し、研修会等への参加を通じ
て、専門的人材を育成します

●姉妹都市人事交流研修（伊豆の国市）

●文化財担当者専門研修「地震災害痕跡調査課程」
　　　　　　　　　　　　　　　（奈良文化財研究所）

●文化をつなぐミュージアム研修（文化庁 オンライン）

●フォーラム「新登録制度の拡充による博物館の充実に向けて」
　　　　　　　　　　　　　　　（日本博物館協会 オンライン）

●ミュージアム・パブリックリレーションズ研修
　　　　　　　　　　　　　　　（文化庁 オンライン）

●国宝・重要文化財（美術工芸品）防災・防犯対策研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（文化庁 オンライン）

●文化財保存活用地域計画連絡協議会（文化庁）

●文化財（美術工芸品）保存修理講習（文化庁 オンライン）

●博物館新登録制度（日本博物館協会 オンライン）

●埋蔵文化財担当職員等講習会（文化庁　オンライン）

●文化財保存活用地域計画等連絡協議会（文化庁）

●国宝・重要文化財（美工品）防災及び防犯対策研修会（文化庁）

●博物館・美術館等保存担当学芸員研修（文化庁）

●公開承認施設担当者会議（文化庁）

●日本美術史専攻の事務（学芸員）１名の採用

令和７年度令和６年度

・文化財調査の充実
・埋蔵文化財調査の継続
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8
★重点
（仮称）長岡京市ふるさと資料館の整備

歴史文化情報の発信拠点として、また、まちなか博物館
ネットワークの中心拠点として機能する歴史資料展示室
を、市役所新庁舎に整備し、市民等が文化財に身近に触
れられる場の整備を進めます

●新庁舎歴史資料展示室基本計画の作成及びパブリックコメントの実施
　意見提出数：4人（14件）

●新庁舎歴史資料展示室 基本設計の作成 ●新庁舎歴史資料展示室整備事業
　・新庁舎歴史資料展示室 実施設計の確定
　・新庁舎歴史資料展示室の製作
　・新庁舎歴史資料展示室の愛称募集・決定　　応募総数：547件
　・新庁舎歴史資料収蔵庫の整備
　・執務室の新庁舎への引っ越し
　・歴史資料の新庁舎への運搬・収納

9 考古資料に関する普及啓発
埋蔵文化財調査センターでの常設展や企画展、各種講演
会や子ども体験教室、発掘調査報告会などを開催し、考
古資料に関する普及啓発事業を進めます

●考古資料の展示：市内小学校、観光案内所等　計11ヵ所

●考古資料の公開・利用（閲覧・複写・掲載・貸出）
　件数：8件
　　　　　　　　　　　　※(公財)長岡京市埋蔵文化財センター委託業務

●考古資料の展示：市内小学校、観光案内所等　計11ヵ所

●考古資料の公開・利用（閲覧・複写・掲載・貸出）
　件数：11件
　　　　　　　　　　　　※(公財)長岡京市埋蔵文化財センター委託業務

●考古資料の展示：市内小学校、観光案内所等　計11ヵ所

●考古資料の公開・利用（閲覧・複写・掲載・貸出）
　件数：17件
　　　　　　　　　　　　※(公財)長岡京市埋蔵文化財センター委託業務

●考古資料の普及行事 ●考古資料の普及行事 ●考古資料の普及行事

　①文化財講演会
　　実施日：令和5年11月4日／参加者数：65人
    内容:「乙訓の古代寺院～乙訓寺・鞆岡廃寺出土瓦を中心に～」

　①文化財講演会
　　実施日：令和6年11月17日／参加者数：80人
　　内容：「国史跡・乙訓古墳群の埴輪」

　①文化財講演会
　実施日：令和7年11月24日／参加者数：100人
　内容：「乙訓地域の縄文世界」

　②発掘調査関係者説明会
　　実施日：令和6年1月23日／参加者数：14人
　　内容：井ノ内稲荷塚古墳第7次調査（長岡京跡右京第1284次調査）
　　会場：長岡京市井ノ内小西地内（井ノ内稲荷塚古墳）

　②発掘調査現地説明会
　　実施日：令和6年6月1日／参加者数：90人
　　内容：長岡京跡右京第1291次調査
　　会場：長岡京市開田三丁目地内

　②発掘調査関係者説明会
　　※年度内に開催予定

　③発掘調査現地説明会
　　実施日：令和5年9月2日／参加者数：約100人
　　内容：長岡京跡右京第1277次調査
　　会場：長岡京市開田三丁目地内

　③発掘調査現地説明会
　　実施日：令和7年2月22日／参加者数：160人
　　内容：長岡京跡右京第1307次調査
　　　　　（井ノ内稲荷塚古墳第8次調査）
　　会場：長岡京市井ノ内小西地内（井ノ内稲荷塚古墳）

　③発掘調査現地説明会
　　実施日：令和8年2月23日／参加者数：100人
　　内容：長岡京跡右京第1322次調査
　　　　　（井ノ内稲荷塚古墳第9次調査）
　　会場：長岡京市井ノ内小西地内（井ノ内稲荷塚古墳）

　④調査成果報告会
　　実施日：令和5年9月16日／参加者数：52人
　　内容：令和4年度発掘調査成果の説明と出土遺物の解説

　④調査成果報告会
　　実施日：令和6年9月14日／参加者数：60人
　　内容：令和5年度発掘調査成果の説明と出土遺物の解説

　④調査成果報告会
　　実施日：令和7年9月13日／参加者数：50人
　　内容：令和6年度発掘調査成果の説明と出土遺物の解説

　⑤夏休み歴史教室
　　実施日：令和5年7月28日／参加者数：15人
　　内容：「縄文土器・弥生土器の文様に挑戦しよう!」

　⑤夏休み歴史教室
　　実施日：令和6年7月31日／参加者数：14人
　　内容：小さなハニワを作ろう！

　⑤夏休み歴史教室
　　実施日：令和7年8月5日／参加者数：21人
　　内容：縄文時代のどぐうを作ろう！

　⑥小中学校の体験学習
　　・市内中学生の職場体験（発掘調査体験・遺物洗浄等体験）
　　　実施日：令和5年6月13～16日／参加者数10人

　⑥小中学校の体験学習
　　・市内中学生の職場体験（発掘調査体験・遺物洗浄等体験）
　　　実施日：令和6年6月11～14日／参加者数：7人
　　・市内小学生の展示室見学
　　　参加者数：80名

　⑥小中学校の体験学習
　　・市内中学生の職場体験（発掘調査体験・遺物洗浄等体験）
　　　実施日：令和7年6月10～13日／参加者数：9人
　　・市内小学生の展示室見学・発掘調査見学
　　　参加者数：95名

　⑦スライドでみる おとくにの発掘
　　実施日：令和6年3月3日／参加者数：60人
　　内容：乙訓地域の発掘調査で得られた成果を、スライドで
　　　　　わかりやすく説明
　　　　　　　　　　　　　　　（乙訓文化財事務連絡協議会共催）

　⑦スライドでみる おとくにの発掘
　　実施日：令和7年3月2日／参加者数：90人
　　内容：乙訓地域の発掘調査で得られた成果を、スライドで
　　　　　わかりやすく説明
　　　　　　　　　　　　　　　　（乙訓文化財事務連絡協議会共催）

　⑦スライドでみる おとくにの発掘
　　実施日：令和8年3月1日/参加者数：100人
　　内容：乙訓地域の発掘調査で得られた成果を、スライドで
　　　　　わかりやすく説明
　　　　　　　　　　　　（乙訓文化財事務連絡協議会共催）

　⑧缶バッジプレゼント企画2023「文様イラスト缶バッジ」
　　期間：令和5年6月1日～12月28日

　⑧缶バッジプレゼント企画2024「長岡京　古墳遺物缶バッジ」
　　期間：令和6年6月3日～12月27日

　⑧缶バッジプレゼント企画2025「長岡京市の縄文文化・缶バッジ」
　　期間：令和7年6月2日～12月28日

10 地域の歴史文化に関する資料公開
地域の歴史文化に関する資料を積極的に公開します。ま
た、市民等からの文化財の取扱い等に関する問合せに対
応します

●地域の歴史文化に関する資料の公開・利用（閲覧・複写・掲載・貸出）
　対応件数：39件

●文化財・歴史文化に関するレファレンス

●地域の歴史文化に関する資料の公開・利用（閲覧・複写・掲載・貸出）
　対応件数：31件

●文化財・歴史文化に関するレファレンス

●地域の歴史文化に関する資料の公開・利用（閲覧・複写・掲載・貸出）
　対応件数：27件

●文化財・歴史文化に関するレファレンス

11 広報紙やホームページ、SNS等での発信強化
調査・研究成果を反映した、文化財や歴史文化に関する
情報を広報紙やＨＰ等で積極的に発信します

●市HP内に「インターネット歴史情報館」ページを作成するなど歴史文化
に関する情報を発信

●インスタグラムの開設・更新（毎週火曜日）
（公財）長岡京市埋蔵文化財センターと連携し、毎週火曜日に更新

●市HP内の「7つのものがたり」に関するページを順次更新・内容の充実化を
図った

●インスタグラムの更新（毎週火曜日）
（公財）長岡京市埋蔵文化財センターと連携し、毎週火曜日に更新

●市HP内に「7つのものがたり」を紹介する音声ガイドを掲載したページを作
成、情報発信のマルチチャネル化を図る

●インスタグラムの更新
（公財）長岡京市埋蔵文化財センターと連携し、毎週火曜日に更新
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12 歴史文化パンフレット・リーフレットの充実
文化財を啓発する情報誌「moshi-mosu」の発行等、各種
冊子やリーフレットの内容を充実させて発行します

●文化財情報誌「Moshi-mosu」の編集・発行（年3回）

●リーフレット「乙訓古墳群」の更新・発行

●刊行物の贈呈・販売

●文化財情報誌「Moshi-mosu」の編集・発行（年3回）

●リーフレット「国登録有形文化財（旧）石田家住宅」の編集・発行

●刊行物の贈呈・販売

●文化財情報誌「Moshi-mosu」の編集・発行（年2回）

●刊行物の贈呈・販売

13 講演会・シンポジウム、企画展等の開催
歴史講演会やシンポジウム、企画展やまち歩きなどを実
施します

●長岡京市歴史文化めぐる。総合活用事業
　　文化財保存活用地域計画キックオフ講演会
　　　実施日：令和5年6月17日／参加者数：60人
　　　会場：長岡天満宮 社務所（旧連歌所）
　　　内容：「江戸時代の旅と名所と乙訓」
　　　講師：谷崎友紀 氏
　　　　　　（せとうち観光専門職短期大学講師）

●乙訓寺木造十一面観音立像公開支援
　　【説明会】
　　　実施日：令和5年10月30日／参加者数：70人
　　　講師：礪波恵昭 氏
　　　　　（京都市立芸術大学教授・長岡京市文化財保護審議会委員）
　　　　　　桑原正明 氏（京都府文化財保護課）
　
【講演会】
　　　実施日：令和5年11月18日／参加者数：30人
　　　内容：新指定・乙訓寺“木造十一面観音立像”について」
　　　講師：井上大樹 氏（文化庁）

●平和を考える市民フォーラムパネル展示

●佐藤家住宅（国登録有形文化財）展示支援

●長岡京市歴史文化めぐる。総合活用事業
　　地域計画「7つのものがたり」講演会
　　　実施日：令和6年6月29日／参加者数：64人
　　　会場：光明寺 大書院
　　　内容：「『名所図会』にみる江戸時代の長岡京市と光明寺」
　　　講師：西野由紀　氏
　　　　　　（天理大学人文学部国文学国語学科教授）
　
●平和を考える市民フォーラム パネル展示

●佐藤家住宅（国登録有形文化財）展示支援

●長岡京市歴史文化めぐる。総合活用事業
　　地域計画「7つのものがたり」講演会
　　　実施日：令和7年6月28日／参加者数：58人
　　　会場：乙訓寺　客殿
　　　内容：「昭和大礼造営物の下賜と乙訓寺の客殿について」
　　　講師：原戸喜代里　氏（京都市文化財保護課）

●平和を考える市民フォーラム パネル展示

●佐藤家住宅（国登録有形文化財）展示支援

14 古文書講座の開催
地域の歴史資料を読むことを通じて、当時の長岡京市域
の様子を知る機会をつくります

●古文書講座「ふるさとワーク」の開催
　「古文書輪読会」（上級者用）8回
　「古文書入門講座」（初心者用）4回
　「古文書中級講座」（経験者用）4回　　参加者数：延べ167人
　

●古文書講座「ふるさとワーク」の開催
　「古文書輪読会」（上級者用）8回
　「古文書中級講座」（経験者用）4回
　「古文書入門講座」（初心者用）4回　　　参加者数：延べ196人

●古文書講座「ふるさとワーク」の開催
　「古文書輪読会」（上級者用）4回
　「古文書初級講座」（初心者用）4回　　　参加者数：延べ132人

15 文化財説明板の維持管理と整備
既設説明板の定期的な改修や台帳・データベースの整
理・更新を進めるとともに、新たな説明板を整備します

●乙訓寺境内説明板の更新

●今尾家住宅説明板の設置

●「明星水」説明看板の更新
●「土御門天皇陵」説明看板の更新
　　　　　　　　　　※上記2点、年度内に対応予定

16 中山修一記念館を核とした「長岡京」のPR

長岡京跡の解明に貢献した、中山修一氏の足跡を紹介す
る中山修一記念館を核とし、「長岡京」に関する出土遺
物やパネルの展示等により、「長岡京」の情報を市内外
に発信します

●中山修一記念館管理運営業務
　指定管理者：NPO法人　長岡京市ふるさとガイドの会
　指定管理期間：平成31年4月1日～令和6年3月31日
　【令和5年度（5年目）】
　　　開館日数:310日
      入館者：1,116人（市内412人　市外704人）

●長岡京市立中山修一記念館秋季トークセッション
「長岡京発見の父　中山修一先生との思い出を語る」
　実施日：令和5年9月30日
　会場：中山修一記念館
　講師：久保　直子氏(島本町歴史文化資料館館長)

●次期指定管理者の募集及び選定
　次期指定管理者：NPO法人 長岡京市ふるさとガイドの会

●中山修一記念館管理運営業務
　指定管理者：NPO法人　長岡京市ふるさとガイドの会
　指定管理期間：令和6年4月1日～令和11年3月31日
　【令和6年度（1年目）】
　　　開館日数：307日
      入館者：1,309人（市内574人・市外735人）

●長岡京発掘70周年記念事業「発掘の思い出座談会　第１弾」
　実施日：令和6年12月7日
　会場：中山修一記念館
　発掘の語り部：岩﨑　誠氏（元・(公財)長岡京市埋蔵文化財センター）
　　　　　　　　山本　輝雄氏（元・(公財)長岡京市埋蔵文化財センター）
　　　　　　　　木村　泰彦氏（長岡京市教育委員会）

●座談会第2弾「長岡京解明への発掘とその報道」
　実施日：令和7年2月8日
　会場：中山修一記念館

●中山修一記念館管理運営業務
　指定管理者：NPO法人　長岡京市ふるさとガイドの会
　指定管理期間：令和6年4月1日～令和11年3月31日
　【令和7年度（2年目）】※R8.2月末時点
　　　開館日数：279日
      入館者：1,149人（市内494人・市外655人）

●講演会「謎が謎を呼ぶ『長岡京発見』の魅力」
　実施日：令和7年12月7日
　講師：百瀬ちどり氏

●連続講座第2回 「乙訓寺“ まるごと文化財 ”の意味深」
　実施日：令和8年2月8日
　講師：百瀬ちどり氏　　　※警報発令により中止
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17 国史跡乙訓古墳群保存活用計画の作成
近隣市町と連携し、乙訓古墳群保存活用計画の作成を進
めます

●乙訓文化財事務連絡協議会への参画による情報共有

●全国史跡整備市町村協議会への参画による情報収集

●乙訓文化財事務連絡協議会への参画による情報共有

●全国史跡整備市町村協議会への参画による情報収集

●史跡恵解山古墳保存・活用検討懇話会の開催
　恵解山古墳公園開園10周年を迎えての修繕内容等について検討
　　第7回開催日：令和6年6月4日
　　第8回開催日：令和7年3月3日

●乙訓文化財事務連絡協議会への参画による情報共有

●全国史跡整備市町村協議会への参画による情報収集

18
★重点
国史跡乙訓古墳群の公有化と整備・維持管理

乙訓古墳群保存活用計画に基づき、史跡の公有化ととも
に、公有化した史跡の整備を進めます。また、適切に維
持管理し、さらなる活用についても検討します

●恵解山古墳をはじめとする乙訓古墳群の維持管理
　恵解山古墳、井ノ内車塚古墳、井ノ内稲荷塚古墳
　長法寺七ツ塚2・7号墳、勝龍寺城土塁跡

●恵解山古墳公園の修繕
　車止め修繕、西側法面コグマザサ修繕、木製スロープ修繕（防腐処
　理）、南側階段修繕
　・乙訓古墳群

●乙訓古墳群である井ノ内稲荷塚古墳の一部公有化（477㎡）

●長法寺南原古墳の活用検討

●恵解山古墳をはじめとする乙訓古墳群の維持管理
　恵解山古墳、井ノ内車塚古墳、井ノ内稲荷塚古墳
　長法寺七ツ塚2・7号墳、勝龍寺城土塁跡

●恵解山古墳公園の修繕
　車止め修繕、西側法面コグマザサ修繕、木製スロープ修繕（防腐処
　理）、南側階段修繕

●恵解山古墳をはじめとする乙訓古墳群の維持管理
　恵解山古墳、井ノ内車塚古墳、井ノ内稲荷塚古墳
　長法寺七ツ塚2・7号墳、勝龍寺城土塁跡

●長法寺南原古墳の活用検討

●恵解山古墳公園の修繕
　南西端ポール修繕、南東木製ベンチ撤去（経年劣化による）
　コグマザサ修繕

19 計画的な文化財の指定・登録
本市の歴史文化に関連する未指定の文化財の指定等を計
画的に進めるため、所有者等への意向調査や働きかけを
行います

●国重要有形文化財（美術工芸品）の指定
　乙訓寺 木造十一面観音立像　1軀
　　　　　附 結縁交名　一括（令和5年6月27日）
　
●国登録有形文化財（建造物）の登録
　今尾家住宅 茶室薫風亭　1棟
　今尾家住宅 土蔵　1棟　（令和5年8月7日）

●京都府暫定登録文化財（考古資料）の登録
　飾板状木製品
　（今里車塚古墳出土・長岡京市所有）　1点

●光明寺の建造物8棟を国重要有形文化財の指定をするよう国の文化審議会が
答申
　（本堂（御影堂）、阿弥陀堂、釈迦堂、勅使門、
　　御本廟及び御本廟拝殿（2棟）、鐘楼、総門、附 中門）

20 出土遺物の保管スペースの確保
毎年増加する出土遺物を適切に保存するため、保管ス
ペースの確保や分散している保管場所の集約化などを進
めます

●出土遺物の収蔵

●資料の収集・整理

●埋蔵文化財調査センターの管理
　　　　　　　　　　　※(公財)長岡京市埋蔵文化財センター委託業務

●埋蔵文化財調査センター内の収蔵施設及び設備の修繕

●出土遺物の収蔵

●資料の収集・整理

●埋蔵文化財調査センターの管理
　　　　　　　　　　　※(公財)長岡京市埋蔵文化財センター委託業務

●埋蔵文化財調査センター内の収蔵施設及び設備の修繕

●埋蔵文化財調査センター及び収蔵施設の移転に向けた検討

●出土遺物の収蔵

●資料の収集・整理

●埋蔵文化財調査センターの管理
　　　　　　　　　　　※(公財)長岡京市埋蔵文化財センター委託業務

●埋蔵文化財調査センター内の収蔵施設及び設備の修繕

●埋蔵文化財調査センター及び収蔵施設の移転に向けた検討

21 出土遺物の保存処理
出土遺物のうち、脆弱な木製品や金属製品等を保存する
ため、適切な保存処理を行います

●市内遺跡出土遺物の保存処理
　・金属製品　5点（長法寺七ツ塚古墳群調査出土）
　
　・木製品　3点（左京第613次調査出土）

●市内遺跡出土遺物保存処理委託業務
　・金属製品　13点
　　（長法寺七ツ塚古墳群調査出土、長岡京跡右京第1255次調査出土、
　　　左京第670次調査出土）

　・木製品　1点（左京第673次調査出土）

●市内遺跡出土遺物保存処理委託業務
　・金属製品　4点
　　（長岡京跡右京第1252次調査出土、第1295次調査出土）

　・木製品　5点（右京第1295次調査出土）

22 歴史資料の保存と管理、支援
古文書や民俗資料を適切に保存するため、収蔵スペース
を確保するとともに、地域で保管している歴史資料の保
存を支援する

●歴史資料及び保管室の害虫防除処理

●廃棄公文書の選別・保存支援

●歴史資料及び保管室の害虫防除処理

●廃棄公文書の選別・保存支援

●市内所在資料の保存支援
　今里自治会所蔵『今里区有文書』（市指定文化財）

●歴史資料の害虫防除処理

●市役所新庁舎に歴史資料整理室及び収蔵庫が完成したことに伴う歴史資料の
移転を実施

●廃棄公文書の選別・保存支援

●市内所在資料の保存支援
　今里自治会所蔵『今里区有文書』（市指定文化財）

23 文化財データベースの更新と充実
文化財リストを活用したデータベースの運用に向けて、
歴史資料等の収集・データ化を継続し、データベースの
更新と充実を進めます

●撮影・デジタルデータ・紙焼き作成
　伊関正典家旧蔵資料
　神足月報
　楊谷寺文書（追加撮影）

●データ保存用ファイルサーバの管理

●撮影・デジタルデータ・紙焼き作成
　岡本雅男家旧蔵文書
　楊谷寺文書（追加撮影）

●データ保存用ファイルサーバの管理

●撮影・デジタルデータ・紙焼き作成
　岡本雅男家旧蔵文書
　楊谷寺千手観音像内文書
　寂照院金剛力士像造立結縁交名・像内文書

●データ保存用ファイルサーバの管理
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24 歴史資料の修理とデジタル化
歴史資料の修理や保存処理、万一の滅失・劣化に備え、
簡便な活用に供するよう、複製物作成・デジタル化等を
進めます

●デジタルデータ作成
　昭和40年代 市民情報課撮影広報写真

●神足地区旧公図（地籍図）の修理

●鞆岡達雄家旧蔵文書の修理

●寂照院金剛力士像造立結縁交名（紙背御成敗式目） の修理

●デジタルデータ作成
　昭和40年代 市民情報課撮影広報写真

●神足地区旧公図（地籍図）の修理

●鞆岡達雄家旧蔵文書の修理

●デジタルデータ作成
　昭和40年代 市民情報課撮影広報写真

●神足地区旧公図（地籍図）の修理

●鞆岡達雄家旧蔵文書の修理

25 文化財の修理・維持管理と支援
府指定寂照院金剛力士造立結縁交名等、指定等文化財の
保存・修理や維持管理を進め、修理・維持管理に関わる
文化財所有者等への支援を進めます

●乙訓寺木造十一面観音立像像内納入品保存修理
　※国宝重要文化財等保存・活用事業補助金、住友財団文化財維持・修復
事業助成金を活用
　
●楊谷寺阿弥陀堂屋根保存修理
　　　　　　　　　　　　　※京都府指定・登録文化財等補助金を活用

●光明寺御廟・拝堂保存修理、勝竜寺春日神社狛犬保存修理
　国登録有形文化財　今尾家住宅薫風亭北側壁保存修理
　　　　　　　　　　　　　※京都府社寺等文化資料保全補助金を活用

●上記の補助事業に連動して長岡京市文化財補助金を執行
　
●国指定文化財の維持管理
　乙訓寺　　　　　　　　　　　※国維持管理費補助金を活用

●京都府指定・登録文化財等の維持管理
　長岡天満宮・寂照院・乗願寺・楊谷寺・光明寺
　　　　　　　　　　　　　　　※京都府維持管理費補助金を活用

●乙訓寺木造十一面観音立像像内納入品保存修理
　※国宝重要文化財等保存・活用事業補助金、住友財団文化財維持・修復事業助
成金を活用

●楊谷寺阿弥陀堂屋根保存修理

●長岡天満宮本殿保存修理
　　　　　　　　　　　　　　※京都府指定・登録文化財等補助金を活用

●上記の補助事業に連動して長岡京市文化財補助金を執行

●国指定文化財の維持管理
　乙訓寺　　　　　　　　　　　※国維持管理費補助金を活用

●京都府指定・登録文化財等の維持管理
　長岡天満宮・寂照院・乗願寺・楊谷寺・光明寺
　　　　　　　　　　　　　　　※京都府維持管理費補助金を活用

●乙訓寺木造十一面観音立像像内納入品保存修理
　※国宝重要文化財等保存・活用事業補助金、住友財団文化財維持・修復事業
助成金を活用

●長岡天満宮本殿保存修理
　　　　　　　　　　　　　　※京都府指定・登録等補助事業を活用

●赤根天神社本殿附覆屋 屋根保存修理
　　　　　　　　　　　　　※京都府社寺等文化資料保全補助金を活用

●上記の補助事業に連動して長岡京市文化財補助金を執行

●国指定文化財の維持管理
　乙訓寺　　　　　　　　　　※国維持管理費補助金を活用

●京都府指定・登録文化財等の維持管理
　長岡天満宮・寂照院・乗願寺・楊谷寺・光明寺
　　　　　　　　　　　　　　※京都府維持管理費補助金を活用

26 文化財防災訓練の実施
文化財所有者・消防署等と連携し、文化財防火デーや防
火設備点検を継続して実施し、文化財に対する防災意識
の向上を図ります

●文化財防火運動に伴う署団合同消防訓練
　実施場所：乙訓寺
　実施日：令和6年1月28日
　　　　※主催　乙訓消防組合本部・長岡京消防署・長岡京市消防団

●文化財防火運動に伴う署団合同消防訓練
　実施場所：長岡天満宮
　実施日：令和7年1月26日
　　　　※主催　乙訓消防組合本部・長岡京消防署・長岡京市消防団

●文化財防火運動に伴う署団合同消防訓練
　実施場所：楊谷寺
　実施日：令和8年1月25日（予定）
　　　　※主催　乙訓消防組合本部・長岡京消防署・長岡京市消防団

27 防災・防火・防犯設備の整備と支援
文化財の保存を確実に進めるため、防災・防火・防犯設
備の整備を進めるとともに、所有者等による設置、維持
管理を支援します

●文化財防火運動に伴う立入検査
　実施場所：光明寺・乗願寺・楊谷寺・長岡天満宮・観音寺
　　　　　　赤根天神社・乙訓寺・勝龍寺・寂照院
　実施日：令和6年1月22～29日
　　　　　※主催　乙訓消防組合本部 予防課

●文化財防火運動に伴う立入検査
　実施場所：光明寺・乗願寺・楊谷寺・長岡天満宮
　　　　　　赤根天神社・乙訓寺・勝龍寺・寂照院
　実施日：令和7年1月21日～30日
　　　　　※主催　乙訓消防組合本部 予防課

●文化財防火運動に伴う立入検査
　実施場所：光明寺・乗願寺・楊谷寺・長岡天満宮・観音寺
　　　　　　赤根天神社・乙訓寺・勝龍寺・寂照院
　実施日：令和8年1月中に実施予定
　　　　　※主催　乙訓消防組合本部 予防課
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28
開発にともなう埋蔵文化財保護の調整
（まちづくり協議）

開発にともなう埋蔵文化財保護のため、発掘調査の実施
等を調整するまちづくり協議を継続します

●長岡京市まちづくり条例に基づき、発掘調査の実施等について
　まちづくり協議を円滑に実施

●長岡京市まちづくり条例に基づき、発掘調査の実施等について
　まちづくり協議を円滑に実施

●長岡京市まちづくり条例に基づき、発掘調査の実施等について
　まちづくり協議を円滑に実施

29 シティプロモーションの推進
「選ばれるまち」であり続けるため、歴史文化をまちの
魅力として、ＨＰやＳＮＳ等を通じて積極的に発信して
いきます

●長岡京市情報発信サイト「SENSE」での文化財情報の
　発信
〈参考〉SENSE NAGAOKAKYOアクセス数　271,909件

●市公式インスタグラムを積極的に活用した情報発信
〈参考〉フォロワー数：10,699人

●長岡京市情報発信サイト「SENSE」で文化財情報の発信
　記事内容：発掘70周年！古代の都・長岡京の謎を解き明かす
　　　　　　「埋蔵文化財のプロ」に密着
　〈参考〉SENSE NAGAOKAKYOアクセス数219,877件

●市公式インスタグラムを積極的に活用した情報発信
　〈参考〉フォロワー数：14,004人

●長岡京市情報発信サイト「SENSE」で文化財情報の発信
　記事内容：長岡京市役所内に歴史ミュージアム誕生！愛称を募集しま
　　　　　　す
　　　　　　【祝・重要文化財】紅葉名所・光明寺の魅力を徹底解剖！
　　　　　　大河ドラマ「べらぼう」のロケ地
　

●市公式インスタグラムを積極的に活用した情報発信

30 長岡京ガラシャ祭の開催継続
市民主体で開催されている「長岡京ガラシャ祭」を継続
して支援するとともに、明智光秀・ガラシャ、細川藤
孝・忠興ゆかりの地としての情報を発信します

●長岡京ガラシャ祭の開催
　〈参考〉参加した延べ人数　71,000人（ガラシャウィーク含む）

●市の公式LINEと連携したパンフレットのデジタル化等、SNSを活用
　した情報発信の実施

●長岡京ガラシャ祭の開催
　〈参考〉参加した延べ人数　76,000人（ガラシャウィーク含む）

●市の公式LINEと連携したパンフレットのデジタル化等、SNSを活用
　した情報発信の実施

●長岡京ガラシャ祭の開催
　〈参考〉参加した延べ人数　17,664人（ガラシャウィーク含む）
　　　※雨天により行列巡行が中止となったため、参加者が大幅に減少
　
●市の公式LINEと連携したパンフレットのデジタル化等、SNSを活用
　した情報発信の実施

31 歴史文化周遊ルートの創出
歴史文化を結ぶ魅力的な周遊ルートを創出し、マップ等
を作成するとともに、周辺地域との連携を進めます

●西国街道を巡るコース等を企画し、阪急観光あるきで実施

●京都西山ＰＲのために京都・西山竹の里乙訓　あじさいと青もみじの御
朱印めぐりのチラシを作成

●京都西山を「食」でＰＲし誘客を図るために「はじめまして京都西山」
のパンフレットを作成

●西国街道を巡るコース等を、阪急観光あるきと新たにＪＲふれあい
　ハイキングでも実施

●京都西山ＰＲのために京都・西山竹の里乙訓　あじさいと青もみじの
　御朱印めぐりのチラシを作成

●京都西山を「食」でＰＲし誘客を図るために「はじめまして京都西
　山」のパンフレットを作成

●西国街道を巡るコース等を、阪急観光あるきとＪＲふれあいハイキングで
　も実施

●京都西山ＰＲのために京都・西山竹の里乙訓　あじさいと青もみじの
　御朱印めぐり、紅葉の御朱印めぐりのチラシを作成

●京都西山を「食」でＰＲし誘客を図るために「はじめまして京都西
　山」のパンフレットを作成

32
★重点
周遊サイン等の整備・多言語化

まちなか博物館ネットワークを充実させるため、周遊を
促す案内板等サインの整備及び説明板の多言語化を進め
ます

●乙訓寺の歴史街道看板の更新 ●乙訓商工・観光協議会による多言語化音声ガイド及び多言語対応のパンフレッ
ト作成

●音声ガイドの作成
「謎解き街あるき～レキシノオトと乱世の姫～」（主催：長岡京市文化財保存
活用推進会議）と連携し、7つのものがたりの1つである「戦乱の舞台」に関連
するスポット等の音声ガイドを作成

33 歴史文化を活用したイベントの開催
恵解山古墳や勝竜寺城公園でのイベント、歴史講演会の
テーマと合わせたイベント、歴史的建造物活用体験プロ
グラム等、テーマ性のあるイベントを実施します

●京都西山・長岡天満宮花灯路の開催 ●恵解山古墳公園開園10周年記念イベントの実施
　実施日：令和6年11月2日（土）※雨天によりイベント内容を縮小
　参加者：約110名
　内　容：古墳公園の開園10周年を記念し、古墳公園内でイベントを実施。
　　　　　歴史的な舞台を活用し、若い世代のパフォーマンスと、地域の文
　　　　　化資源を体験することで、来場者にふるさとの魅力を再発見して
　　　　　もらうことを目的として企画した。雨天により、長岡第八小学校
          体育館にて記念式典のみ実施。
　　　　　長岡京市情報発信サイト「SENSE」でも紹介された。

●市内スタンプラリーの実施
　実施日：令和6年11月2日～令和7年1月13日
　参加者：1スポット平均1,040人
　内　容：令和5年度に作成した歴史文化ドリル「タケノコ食えスト」を
　　　　　テーマに、市内文化財関連施設をスタンプ設置場所とし、スタン
　　　　　プを集めながら施設をめぐることで子どもたちが「７つのものが
          たり」の魅力を発見し、ふるさとへの愛着を浸透させることを目
          的に実施した。「長岡京ガラシャ祭」と連携し、期間限定で特別
　　　　　スタンプの設置及び達成特典の配布も行った。

●乙訓寺　重要文化財「木造十一面観音立像」の特別公開の実施支援

●京都西山・長岡天満宮花灯路の開催

●謎解き街あるき～レキシノオトと乱世の姫～を実施
　実施日：令和7年11月1日～令和8年1月31日（3か月間）
　参加者：約2,000人
　内　容：市の歴史文化の特徴「7つのものがたり」のひとつ「戦乱の
　　　　　舞台」をテーマとし、ガラシャ・忠興にゆかりのあるスポット
　　　　　を巡る謎解き周遊イベントを実施。各スポットでは音声ガイド
　　　　　と連携し、参加者に歴史文化への理解を深めてもらう仕掛け
　　　　　を行った。
　謎解きスポット：神足ふれあい町家、勝龍寺城土塁・空堀跡、勝龍寺
                  勝竜寺城公園、恵解山古墳公園、中山修一記念館
                  市役所庁舎の計7カ所

●京都西山・長岡天満宮花灯路の開催

・まちづくりへの活用
・観光との連携
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令和７年度令和６年度課題 事業内容 令和５年度
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本
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事業名

34 石田家住宅・中野家住宅等歴史的建造物の活用
国登録有形文化財建造物等の保存・公開・活用を進める
民間団体と連携し、市民等が身近に感じることができる
ような活用を推進します

●中野家住宅（市有財産）の総括、調整及び活用

●神足ふれあい町家管理運営業務
　指定管理者：NPO法人 乙訓障害者事業協会
　指定期間：令和2年4月1日～令和7年3月31日
　【令和5年度（4年目）】
　　開館日数　357日
　　入館者　10,945人（市内6,697人　市外4,248人）

●神足ふれあい町家の施設修繕
　修繕内容：害虫防除処理・庭園目隠し塀修繕

●中野家住宅（市有財産）の総括、調整及び活用

●神足ふれあい町家管理運営業務
　指定管理者：NPO法人 乙訓障害者事業協会
　指定期間：令和2年4月1日～令和7年3月31日
　【令和6年度（5年目）】
　　開館日数　357日
　　入館者　12,681人（市内8,480人　市外4,201人）

●次期指定管理者の募集及び選定
　選定結果：NPO法人 乙訓障害者事業協会

●中野家住宅（市有財産）の総括、調整及び活用

●神足ふれあい町家管理運営業務
　指定管理者：NPO法人 乙訓障害者事業協会
　指定期間：令和7年4月1日～令和12年3月31日
　【令和7年度（1年目）】※R8.2月末時点
　　開館日数：324日
　　入館者：10,663人（市内8,332人　市外2,331人）

●神足ふれあい町家の施設修繕
　修繕内容：照明機器のLED化修繕

35 西国街道（北部地域）の再整備
歴史文化を感じることができる、風情あるまちなみを形
成するため、本市北部地域の西国街道の石畳の再整備を
進めます

●「長岡京市景観計画」に基づく旧街道軸で、景観に配慮した石畳の
　　再整備を実施
　　〈実績〉北部西国街道延長（L-1050m)の整備率　68.6％
　　　　　　R5年度は420mの整備を実施

●「長岡京市景観計画」に基づく旧街道軸で、景観に配慮した石畳の
　　再整備を実施　※R6年度で整備が完了
　　〈実績〉北部西国街道延長（L-1050m)の整備率　100％
　　　　　　R6年度は330mの整備を実施

事業完了

36 タケノコ掘り体験の実施
地域特有のタケノコ掘りの道具、「ホリ」を使用したタ
ケノコ堀り体験を通じて、特産物に対する関心・理解を
深めます

●長岡京市観光協会によるタケノコ掘り体験者数：62人 ●長岡京市観光協会によるタケノコ掘り体験者数：86人

●「京たけのこ掘り体験と筍料理」体験　参加者数：5人
　※本体験は、観光竹林でたけのこ掘りの後、市内飲食店でたけのこ料理を食べるツアー

●長岡京市観光協会によるタケノコ掘り体験　参加者数：70人
　
●「京たけのこ掘り体験と筍料理」体験　参加者数：5人

37 竹林の保全・再生・活用
市の歴史的景観や西山の生態系を守るため、放置竹林の
保全・再生を行い、伐採後の竹の利活用を推進します

●拡大する竹の整備及び点在する竹の除伐を実施
　〈参考〉竹林の除伐面積：1.15ha

●過去に実施した竹林整備地で新たに発生したタケノコ等を伐採する
　維持管理の実施

●拡大する竹の整備及び点在する竹の除伐を実施
　〈参考〉竹林の除伐面積：1.21ha

●過去に実施した竹林整備地で新たに発生したタケノコ等を伐採する
　維持管理の実施

●拡大する竹の整備及び点在する竹の除伐を実施

●過去に実施した竹林整備地で新たに発生したタケノコ等を伐採する
　維持管理の実施

38 地産地消の推進
特産物であるタケノコ・ナス・花菜をはじめ、地元農産
物に対する関心を高めるため、スーパーや朝市での販売
を推進します

●市内スーパーへのインショップ出店を継続

●市内小中学校や保育所、事業所への地元産農産物の供給を継続

●ガラシャ祭や農業祭にて地元産野菜の直売会を実施

●FMおとくにや広報紙、市LINE等を活用した地元産野菜の普及・PRの
　実施

●市内スーパーへのインショップ出店を継続

●市内小中学校や保育所、事業所への地元産農産物の供給を継続

●ガラシャ祭や農業祭にて地元産野菜の直売会を実施

●未就学児向けの花菜摘み取り体験会を開催し、市内の保育施設2園が参加

●市内スーパーへのインショップ出店を継続

●市内小中学校や保育所、事業所への地元産農産物の供給を継続

●ガラシャ祭や農業祭にて地元産野菜の直売会を実施

●各種広報媒体をイベントの機会活用した地元産野菜の普及・PRの
　実施

39 学校での郷土学習・体験学習の実施 学校の授業等での郷土学習・体験学習を進めます

●学校の授業等での郷土学習・体験学習の実施
　・中山修一記念館への見学
　・NPO法人長岡京市ふるさとガイドの会や(公財)埋蔵文化財センター
　　による出前授業の実施

●学校の授業等での郷土学習・体験学習の実施
　・中山修一記念館への見学
　・NPO法人長岡京市ふるさとガイドの会や(公財)埋蔵文化財センター
　　による出前授業の実施

●学校の授業等での郷土学習・体験学習の実施
　・中山修一記念館への見学
　・NPO法人長岡京市ふるさとガイドの会や(公財)埋蔵文化財センター
　　による出前授業の実施
　・市文化財担当者による市内小学校への出前授業の実施（予定）

40 小中学校教材や教員向け研修等の実施
小中学校と連携した教材の開発や副読本への歴史文化に
関わる記事の掲載、新任教員を対象とした研修等を実施
します

●新任教職員研修への講師派遣
〈研修施設〉長岡京市立埋蔵文化財調査センター、中山修一記念館
　　　　　　恵解山古墳公園

●新任教職員研修への講師派遣
　〈研修施設〉長岡京市立埋蔵文化財調査センター、中山修一記念館

●新任教職員研修への講師派遣
　〈研修先〉長岡京市立埋蔵文化財調査センター、中山修一記念館

41 歴史文化を活かした生涯学習の充実や人材育成
歴史文化を活かした講座や出前講座等を開催し、生涯学
習機会の充実と人材の育成を進めます

●長岡京市歴史文化めぐる。総合活用事業
　①小学生向けワークショップの実施
　　実施日：令和5年8月5・6・8日
　　参加者：9名（1年生1人・5年生5人・6年生3人）
　　内　容：地域計画でまとめた、長岡京市の歴史文化の特徴「7つの
　　　　　　ものがたり」を踏まえ、子供たちの目線でその魅力を発見
　　　　　　してもらう
　
　②「7つのものがたり」をもとに歴史文化ドリルを制作
　
　③歴史文化ドリル体験会の開催
　　実施日：令和6年3月16日
　　参加者：32人
　　内　容：文化財・歴史文化の魅力発信の担い手であるNPO法人長岡
　　　　　　京市ふるさとガイドの会等関係団体とともに、市内の小学
　　　　　　生を対象とした歴史文化ドリルの体験会を実施
　　　　　　長岡京市情報発信サイト「SENSE」でも紹介された。

●元長岡京市埋蔵文化財センター理事を講師に迎え、わくわく講座「桓
　武天皇とその妻子」を開催

●人権問題研究市民集会にて、「蘇民将来呪符木簡」に関する昔ばなし
　をもとに作成した人権絵本を配布

●すくすく教室で歴史をテーマとした教室を開催

●人権問題研究市民集会にて、「蘇民将来呪符木簡」に関する昔ばなしを
　もとに作成した人権絵本を配布

●恵解山古墳公園開園10周年記念イベントの実施

●市内スタンプラリーの実施
→詳細は事業33を参照

●（公財）長岡京市埋蔵文化財センターの職員を講師に迎え、わくわく講座
　「（仮）長岡京市の遺跡」を開催予定

●人権問題研究市民集会にて、「蘇民将来呪符木簡」に関する昔ばなしをもと
に作成した人権絵本を配布

●謎解き街あるき～レキシノオトと乱世の姫～を実施
→詳細は事業33を参照

42 食育による食文化の継承
食育推進計画に基づき、学校給食への地元農産物の活用
をはじめ、家庭や地域等、さまざまな場での食文化の継
承を進めます

●「食育ひろば」の開催
　　※「まるごとヘルシーフェスタ」の一環として開催
　　参加者数：704人

●ガラシャ祭での食育ブースの出店

●地元産野菜の販売情報チラシの配布や市政情報放映モニター等を活用し
た食育啓発を継続して実施

●「食育ひろば」の開催
　　※「まるごとヘルシーフェスタ」の一環として開催
　　参加者数：1,093人

●ガラシャ祭での食育ブースの出店

●地元産野菜の販売情報チラシの配布や市政情報放映モニター等を活用した食育
啓発を継続して実施

●「食育ひろば」の開催
　　※「まるごとヘルシーフェスタ」の一環として開催
　　参加者数：687人

●ガラシャ祭での食育ブースの出店

●地元産野菜の販売情報チラシの配布や市政情報放映モニター等を活用した食
育啓発を継続して実施
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43 歴史文化のまちづくり推進体制の整備
さまざまな取組主体と連携し、歴史文化を活かしたまち
づくりを進めるため、情報共有の場を整備します

●長岡京市文化財保存活用推進会議の設立及び開催
　
　設立日：令和5年4月20日
　
　開催日：令和5年6月13日
　会議内容：令和5年度事業計画及び予算について
　　　　　　その他

●長岡京市文化財保存活用推進会議
　開催日：令和6年4月19日
　会議内容：令和5年度事業報告・決算報告について
　　　　　　国庫補助事業採択内容等について
　　　　　　令和6年度事業計画（案）・事業予算（案）について

●KYOTO地域文化をつなぐミュージアムプロジェクト実行委員会主催
　乙訓戦国ミュージアムウォークの実施
　（事務局:京都府文化生活部文化政策室）
　開催日：令和6年11月23日（土）
　参加者：22名
　内　容：物集女城跡国史跡答申を記念した乙訓の戦国時代を探るミュー
　　　　　ジアムウォーク。
〈コース〉JR長岡京駅西口（バンビオ広場）→神足神社→勝竜寺城公園→
　　　　　恵解山古墳公園→中山修一記念館→阪急西山天王山駅解散
　　　　　※ガイドはNPO法人長岡京市ふるさとガイドの会が担当。

●物集女城跡国史跡記念シンポジウム開催時、会場のロビーにてパネル展示
　を実施
　開催日：令和7年1月11日（土）午前10時～午後5時
　会　場：永守重信市民会館ホール
　主　催：向日市・向日市教育委員会

●長岡京市文化財保存活用推進会議
　開催日：令和7年5月9日
　会議内容：令和6年度事業報告・決算報告について
　　　　　　国庫補助事業採択内容等について
　　　　　　令和7年度事業計画（案）・事業予算（案）について

44 庁内連携（情報共有）の場の設定
歴史文化の保存・活用に関わる情報共有やテーマ毎のプ
ロジェクトチームによる課題解決の場を設定します

●乙訓寺木造十一面観音立像公開支援に伴う関係機関との連携
　説明パネルの作成、パンフレットの作成支援
　　【特別公開】
　　　実施日：令和5年11月11日～12月3日
　　　来場者：1,000人
　　※文化財保存活用課・商工観光課・観光協会・乙訓寺で連携

●長岡天満宮本殿公開支援実施に向けての調整
　　文化財保存活用課・商工観光課・観光協会
　　長岡天満宮・修理受託業者で連携

●通常は紅葉期のみ諸堂公開される光明寺を新緑の時期にも特別拝観できる
　ツアーを造成

●長岡天満宮本殿公開支援
　本殿屋根保存修理工事現場見学会・体験会
　実施日：令和7年5月30・31日①10時・②13時・③15時
　定　員：113人（大人53人・市内在住・在学の小中学生60人）
　会　場：長岡天満宮 本殿
　講　師：伸和建設㈱・㈲宮川屋根工業
　内　容：修理現場と檜皮葺実演の見学
　　　　　竹くぎ打ち体験と道具の展示

●光明寺での紅葉シーズンに合わせたパネル展示の実施支援
（光明寺（建造物）の重要文化財指定の答申を受けて実施）

●通常は紅葉期のみ諸堂公開される光明寺を新緑の時期にも特別拝観でき
　るツアーを引き続き実施

45 ふるさとガイドの会との協働推進
歴史講演会やまち歩き等の開催など、長岡京市ふるさと
ガイドの会との協働・連携事業を継続し、市の魅力発信
を進めます

●ガイド養成講座の開催
（NPO法人長岡京市ふるさとガイドの会と商工観光課の連携事業）

●阪急観光あるきにて、西国街道を巡るコースを実施
　〈阪急観光あるき〉
　　開催回数：計3回（6・9・11月）／参加者数：計70名

●歴史講演会の開催（年3回開催）※教育委員会共催事業

●ガイド養成講座の開催
（NPO法人長岡京市ふるさとガイドの会と商工観光課の連携事業）

●西国街道を巡るコース等を、阪急観光あるきと新たにＪＲふれあいハイキ
　ングでも実施
　〈阪急観光あるき〉
　　開催回数：計2回（10・11月）／参加者数：計46名
　〈JRふれあいハイキング〉
　　開催回数：1回（6月）／参加者数：28名

●歴史講演会の開催（年3回開催）※教育委員会共催事業

●ガイド養成講座の開催
（NPO法人長岡京市ふるさとガイドの会と商工観光課の連携事業）

●西国街道を巡るコース等を、阪急観光あるきと新たにＪＲふれあいハイキン
グでも実施
　〈阪急観光あるき〉
　　開催回数：1回（11月）／参加者数：20名
　〈JRふれあいハイキング〉
　　開催回数：1回（1月）／参加者数：11名

46 西山山麓の歴史文化景観の保全
西山山麓の歴史文化景観の保全のため、西山森林整備や
ホタルの保護育成活動を推進します

●森林整備の実施　森林整備面積：337㎡

●西山森林整備推進協議会と連携した、京都モデルフォレスト運動による
　森づくりへの支援や自然環境調査を実施

●多様な生き物が暮らす森を再生するため、新規植樹地を整備し、新規
　植樹を実施

●搬出した木材の公共施設等へ利活用

●子どもたちの環境教育の推進・充実を目的として「西山ファミリー環境
　探検隊」の実施
　実施回数：計4回（6月・8月・11月・2月）/参加者数：計139人

●ホタルの生育環境を保全することをPRするため「ホタル観賞の夕べ」
　を開催
　　開催日：令和5年6月9日（金）、10日（土）
　　場　所：西代里山公園

●ホタル育成に係る先進地視察研修やホタル養殖の実施

●森林整備の実施　森林整備面積：343㎡

●西山森林整備推進協議会と連携した、京都モデルフォレスト運動による
　森づくりへの支援や自然環境調査を実施

●多様な生き物が暮らす森を再生するため、新規植樹地を整備し、新規
　植樹を実施

●搬出した木材の公共施設等へ利活用

●子どもたちの環境教育の推進・充実を目的として「西山ファミリー環境
　探検隊」の実施
　実施回数：計3回（4月・8月・3月）/参加者数：計115人
　※年4回予定していたが、内1回は雨天により中止

●ホタルの生育環境を保全することをPRするため「ホタル観賞の夕べ」
　を開催
　　開催日：令和6年6月14日（金）、15日（土）
　　場　所：西代里山公園

●ホタル育成に係る先進地視察研修やホタル養殖の実施

●森林整備の実施

●西山森林整備推進協議会と連携した、京都モデルフォレスト運動による
　森づくりへの支援や自然環境調査を実施

●多様な生き物が暮らす森を再生するため、新規植樹地を整備し、新規
　植樹を実施

●搬出した木材の公共施設等へ利活用

●子どもたちの環境教育の推進・充実を目的として「西山ファミリー環境
　探検隊」の実施
　実施回数：計3回(4月・8月・11月)/参加者数：107人
　※今年度、後1回開催予定
　
●ホタルの生育環境を保全することをPRするため「ホタル観賞の夕べ」
　を開催
　　開催日：令和7年6月13日（金）、14日（土）
　　場　所：西代里山公園

●ホタル育成に係る先進地視察研修やホタル養殖の実施

・生涯学習への活用
・人材育成
・組織・体制
（財源確保と支えるしく
　みづくり）
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47 長岡京市景観計画に基づく景観保全

長岡天満宮周辺地域を景観の「重点地区」、西国街道沿
線を景観上の「旧街道軸」とし、個人住宅等の小規模建
築物の建替・新築時には伝統意匠への配慮等を指導しま
す

●建築物の新築等の届出時に、周囲のまちなみや伝統意匠に配慮した
　計画とするよう指導

●建築物の新築等の届出時に、周囲のまちなみや伝統意匠に配慮した
　計画とするよう指導

●建築物の新築等の届出時に、周囲のまちなみや伝統意匠に配慮した
　計画とするよう指導

48 近隣自治体等との連携の促進
乙訓文化財事務連絡協議会や京都府ミュージアムフォー
ラム等、近隣自治体との情報交換の場に参加し、文化財
の保存・活用の新たな手法の発見・立案につなげます

●乙訓文化財事務連絡協議会等、近隣自治体との情報交換の場への積極
　的な参加

●京都府ミュージアムフォーラム、京都府文化財所有者等連絡協議会、
　京都府文化財保存活用推進会議等、京都府下の自治体との情報交換会
　への参加

●乙訓文化財事務連絡協議会等、近隣自治体との情報交換の場への積極
　的な参加

●京都府ミュージアムフォーラム、京都府文化財所有者等連絡協議会、
　京都府文化財保存活用推進会議等、京都府下の自治体との情報交換会への
　参加

●乙訓文化財事務連絡協議会等、近隣自治体との情報交換の場への積極
　的な参加

●京都府ミュージアムフォーラム、京都府文化財所有者等連絡協議会、
　京都府文化財保存活用推進会議等、京都府下の自治体との情報交換会
　への参加

49 大学・高校、企業等との連携強化
大学・高校、企業等と連携し、地域の文化財の再評価や
文化財の保存・活用に関する新たなアイデアの発見・立
案につなげます

●京都府立大学（歴史地理ゼミ）との連携による文化財保存活用地域計
　画の推進

●立命館高校と市が連携し、「総合的な探究の時間」の取組として、地域探
　求プロジェクトを実施。
　生徒たちが、地域課題の調査・分析、フィールドワーク等を通して探究活
　動に取り組み、成果を発表した。テーマの多くに市の歴史文化の魅力を発
　信するための提案が数多く見られた。

50
★重点
財源確保のための取組推進

ふるさと納税やクラウドファンディング等を活用した、
文化財の保存・活用のための財源確保に向けた取組を進
めます

●ふるさと納税の返礼品として、長岡京市歴史資料集成2『写真でふり
　かえる長岡京市』と観光写真5枚をセットで提供

●文化財所有者によるクラウドファンディングの実施
　・楊谷寺阿弥陀堂屋根保存修理工事
　・光明寺宝物庫改修工事

●ふるさと納税の返礼品として、長岡京市歴史資料集成2『写真でふり
　かえる長岡京市』と観光写真5枚をセットで提供

●ふるさと納税の返礼品として、長岡京市歴史資料集成2『写真でふり
　かえる長岡京市』と観光写真5枚をセットで提供

・生涯学習への活用
・人材育成
・組織・体制
（財源確保と支えるしく
　みづくり）
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